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6 オスとメスのコネクタの位置が合っている
ことを確認してください。コネクタが損傷し
ている場合は使用しないでください。

モデル: DB20 DB32
重量 2-20kg  2kg 刻み 2-32kg  2kg 刻み

本体重量 21 kg 33 kg 

ハンドル 10.5 cm 10.5 cm 

本体サイズ
(L x W x H)* 35 x 17.8 x 17.3 cm 43.5 x 17.8 x 17.3 cm 

クレードル付きサイズ
(L x W x H)* 40.5 x 19 x 17.8 cm 49 x 19 x 17.8 cm 

製品情報

必ずお読みください
本製品を使用する前に、すべての説明書をお読みください。本製品の使用者全員に

すべての警告と注意事項を適切に伝えることは、所有者の責任です。このガイドをお

読みになった後、ご不明な点がございましたら、カスタマーサポートまでお問い合わ

せください。商用、レンタル、学校、施設などでは使用しないでください。これに従わな

い場合、保証は無効になります。

特許番号リスト： 
nuoathletics.com/patent

正しい使い方
1

2

5ダンベルをクレードルにセットします。

オスとメスのコネクタの位置を合わせてください。

重量がウィンドウの中央に来るまで
ハンドルを回してください。

使用後は、ダンベルをクレードルに戻してください。

オスとメスのコネクタの位置は揃えてください。

4 ダンベルを平らな面に置いてください。

軽くハンドルを回し、ロックされてい
ることを確認してください。

バーの末端の可動範囲が5㎜以内で
あることを確認してください。

3 ダンベルをクレードルから真上に持ち上げてください。

正しい使い方
• ダンベルはクレードルに入れた状態でのみ調整できます。

• ダンベルをクレードルに戻すときは、オスとメスのコネ
クターが合っていることを確認してください。

• ウェイトの数値をウィンドウの中央に表示させてから、
クレードルからダンベルを外してください。

• オスとメスのコネクタを定期的に点検してください。

• オスとメスのコネクターが損傷している場合は使用しないでください。

• クレードルに入れた状態で、ダンベルのハンドルをすべての
重量選択に回せることを定期的に点検してください。

• クレードルから出した状態で、ダンベル・ハンドルが回
せないことを定期的に点検してください。

• ウェイトプレート一式がクレードルにセットされていない場
合は、ダンベルを絶対に使用しないでください。

• ダンベルが破損していたり、部品が不足していたり、正しく機能しない
場合は、使用を中止し、カスタマーサポートにご連絡ください。
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ウェイトプレートスタック

B エンドプレート

C フラットコネクタ

D クレードル

E アウターサポート

F ハーフプレート

G インナーサポート

H ハンドル

I スロット

J ウェッジ

K インジケーターウィンドー

L ハーフプレートグローブ　

組立方法
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組立方法

STEP 1 STEP 2

STEP 3 STEP 4

梱包を解き、平らな面にウェイトプレートを連結した対称的な2つのス

タック（A）準備してください。各スタックにフラットコネクタ（C）を外側

に向けたエンドプレート（B）があることを確認してください。スタック

の平らな側を下向きにしてください。 

スタックをクレードル（D）に置き、アウターサポート（E）に向けてしっ

かりとセットします。フラットコネクタ（C）が外側に向いていることを確

認してください。

ハーフプレート（F）をクレードルのインナーサポート（G）のスロットに

挿入し、ハーフプレートの溝（L）が互いに向き合うようにします。 

ハンドル（H）をウェイトスタックとハーフプレートの間の残りのスペー

スに置き、コネクターのスロット（I）とウェッジ（J）が一直線になるよう

にします。

必ず平らな面が
下になるように置く
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保証規定 保証書
1. 保証期間内において、取扱説明書に従った正常な使用により万一故障等が発
生した場合は、無償で修理いたしますので当社カスタマーサービスへご連絡
ください。
ただし、以下の項目またはこれに準ずる理由により生じた事故等については
本保証は適用されません。
a. 取扱説明書以外の誤操作、取扱上の不注意
b. 天災、火災、地変等による故障
c. 砂、泥、水かぶり等が原因で発生した故障
d. お買い上げ後の転居等による輸送、移動、落下等
e. 設置場所の不備（屋外やガレージ、ベランダ等の半屋外、浴室やプールなど
ほこりが多く、高温・多湿な場所等）

f. 当社指定のサービスマン以外が行った修理・改造による故障
g. 本製品本来の使用目的以外の使用
h. 本保証書の添付がない場合

2. 保証期間後の修理品についての運賃、諸費用は原則としてお客様にてご負担
願います。

3. 保証期間は、ご購入から2年間です。
4. 保証の適用されない故障、および保証期限が切れた後の故障につきまして
は、有償で修理します。

5. 保証書は再発行いたしませんので、大切に保管しておいてください。また、販
売店の印のないものや、お買い上げ日の記載のないものは無効です。お買い
上げ時のレシートまたは配達した運送会社の送り状も合わせて保管ください。

6. 本製品は、家庭用（室内・個人使用）を目的としたフィットネス製品です。ご家庭
以外(施設等)での使用は、保証の対象外となります。なお、パーソナルジムや
マンションの共用部など、1日の使用時間が5時間以内の準業務用（軽頻度利
用施設）での使用に限り、保証期間を1年間適用させていただきます。

7. 保証は日本国でのみ有効です。

本保証書は、明示した期間・条件のもとにおいて無償修
理をお約束するものです。
保証を受けるためには、本保証書およびご購入された
お店・ご購入日がわかるもの（レシート、注文明細書、納
品書など）が必要になります。紛失された場合は、カスタ
マーサービスまでお問い合わせください。
本保証書によってお客様の法律上の権利を制限するも
のではありません。

お名前

ご住所
〒

電　話 （ ）

お

　客

　様

名　　称

保証期間
お買い上げ日

シリアル番号
（電源コード接続口に記載）

DB20, DB32

本体お買い上げ日より2年間

　　　年　　　月　　　日

●お問い合わせ・発売元

〒108-0022　東京都港区海岸3-9-15 LOOP-Xビル7F
TEL：0120-288-543　FAX：03-5419-3562
https://johnsonjapan.com

ジョンソンヘルステックジャパン株式会社

営業時間
9:00～17:00
（土日祝休み）

修理・使用方法に関するお問い合わせ
（お問い合わせの際、シリアル番号をお伝えいただけるとスムーズです）

カスタマーサービス　フリーダイヤル

0120-557-379

24時間いつでも「修理受付フォーム」
左記QRコードまたは下記Webよりお問い合わせください。
https://johnsonjapan.com/repair-request
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●ダンベルはクレードルに入れた状態でのみ調整できます。

●ダンベルをクレードルに戻すときは、オスとメスのコネクターが合って

　いることを確認してください。

●ウェイトの数値をウィンドウの中央に表示させてから、クレードルから

　ダンベルを外してください。

●オスとメスのコネクタを定期的に点検してください。

●オスとメスのコネクターが損傷している場合は使用しないでください。

●クレードルに入れた状態で、ダンベルのハンドルをすべての重量選択

　に回せることを定期的に点検してください。

●クレードルから出した状態で、ダンベル・ハンドルが回せないことを定

　期的に点検してください。

●ウェイトプレート一式がクレードルにセットされていない場合は、ダン

　ベルを絶対に使用しないでください。

●ダンベルは静かに置いてください。落とすと故障の原因になります。

●ダンベルが破損していたり、部品が不足していたり、正しく機能しない

　場合は、使用を中止し、カスタマーサポートにご連絡ください。

正しい使い方
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